

























































	Ⅰ 長所と短所
	Ⅱ 王の代理人の階級的性格について
	Ⅲ 封建地代の過少評価をめぐって
	Ⅳ すべての地方貴族が貧乏であったかどうか
	Ⅴ 貢租と地代の区別を明確にするべきだ
	Ⅵ 領地所有と土地所有の区別を明確にせよ
	Ⅶ 宮廷貴族の権利が正確に描かれていない
	Ⅷ 国王と宮廷貴族の関係が正確に描かれていない
	Ⅸ 法服貴族の過大評価
	Ⅹ 貴族とブルジョアジーの力関係が逆転させられている
	XI 貴族革命論の誤り
	XII 労働運動がフランス革命の前史になるか
	XIII バスチーユ占領の原因が明確にされていない
	XIV 7月14日の敗者は誰か

